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特別支援学校校務支援システムの「教育の情報化」に
係る基盤を整備する。
（１）特別支援学校校務支援システム管理運営費
　　  95,508千円

（１）事業内容
　　　特別支援学校校務支援システム管理運営費
（２）事業計画
　　　校務支援システムを利用することで校務の効率化を図る。
（３）事業効果
　　　教員が生徒と向き合う時間を増加させる。
　　　【活動指標（アウトプット）】・R5モデル校での実証並びに検討した校務の標準化内容からシステムを改修する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　・改修した校務支援システムを全校に導入する。
　　　【成果指標（アウトカム）】　・県内の全特別支援学校の教員が同じ校務支援システムを利用できる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　・校務支援システム導入により、情報が一元化され校務処理が効率化し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　校務処理時間が削減される。（１人あたり年間30時間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　・授業準備時間や子供たちと向き合う時間が増加により、教育の質が向上する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　子供たち一人一人の教育的ニーズに応じた教育を実践できる環境が整っている。
（４）その他
　　　校務支援システム導入校を特別支援学校全校へと拡大する。２　事業主体及び負担区分

　(県10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.2人＝1,900千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 95,508

前年額 12,584 12,584

― 教育局 30 ―

未来を創る子供たちの育成

95,508 82,924

質の高い学校教育の推進



 

事業名

単位事業名 予算額 95,508千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 95,508 82,924

合計 95,508 82,924

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 95,508 82,924 校務支援システム運用管理委託

合計 95,508 82,924

事業内訳書

「教育の情報化」基盤整備費

特別支援学校校務支援システム運用管理事業

主な内容

主な内容


